
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
お
一

人
ず
つ
震
災
の
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
・
１
１
の
記
憶

阿
子
島　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
平
成
26

年
度
会
長
、
阿
子
島
で
す
。
震
災
が
発
生
し
た

時
は
、
会
社
に
い
ま
し
た
。
一
般
廃
棄
物
の
収

集
と
処
理
を
行
う
会
社
で
す
。
伊
保
石
に
あ
り
、

地
盤
も
し
っ
か
り
し
た
場
所
で
す
の
で
、
大
き

な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
震
は
、
社
員
が
収
集
業
務
を
終
え
て
戻
っ

て
き
た
時
で
し
た
。
す
ぐ
に
帰
宅
さ
せ
た
の
で

す
が
、
今
振
り
返
る
と
、
そ
の
判
断
が
正
し
か
っ

た
の
か
ど
う
か
、
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。
社
員
が

津
波
の
被
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
の
は
、
た
ま
た

ま
運
が
良
か
っ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
と
。

社
員
に
被
害
が
無
か
っ
た
の
は
何
よ
り
で
し
た
。

　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
は
復
旧
の
第
一
歩
で
す
か

ら
、
仕
事
は
翌
日
か
ら
休
ま
ず
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
悩
ま
さ
れ
た
の
は
燃
料
の
確
保
で
し
た
。

知
人
を
頼
る
な
ど
し
て
、
何
と
か
手
配
で
き
、
業

務
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿子島徳裕さん

林　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
林
で
す
。
地
震
が
起

こ
っ
た
の
は
、
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜
で
団
体

の
事
業
に
つ
い
て
会
議
を
し
て
い
た
時
で
し
た
。

激
し
い
揺
れ
に
、
床
が
抜
け
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
会
議
は
そ
こ
で
中
止
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
自
宅
に
戻
っ
て
子
ど
も

た
ち
と
避
難
し
ま
し
た
。

　

会
社
は
多
賀
城
市
の
国
道
45
号
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
造
園
業
と
不
動
産
の
賃
貸
業
で
す
。
会

社
と
所
有
し
て
い
た
不
動
産
は
津
波
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
事
業
を
本
格
的
に
再
開

さ
せ
る
ま
で
に
約
半
年
を
要
し
ま
し
た
。

戸
羽　

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
で
す
。
前
日
が
帆

手
ま
つ
り
で
し
た
の
で
、
午
前
中
に
後
片
付
け

を
行
い
、
午
後
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

挨
拶
回
り
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。
緊
急
地
震

速
報
が
鳴
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
北
浜
に
あ
る

志
賀
石
材
店
さ
ん
の
前
。
海
が
目
の
前
の
こ
の

場
所
で
は
津
波
が
来
て
危
な
い
と
思
い
、
急
い

で
神
社
に
戻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
避
難
さ
れ
た
方
々
へ
の
対
応
と

な
り
ま
し
た
。
地
震
の
時
に
遠
方
か
ら
参
拝
さ

れ
て
い
た
方
な
ど
を
氏
青
事
務
所
に
避
難
さ
せ

繰
り
返
さ
れ
る
災
害
を
乗
り
越
え
、

海
、
港
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
塩
竈
。

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
の
方
々
に
、

３
・
１
１
と
復
興
、
明
日
へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「
塩
竈
は
何
度
で
も
よ
み
が
え
る
」

ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
の
中
学
校
で
明
か
り
が

足
り
な
い
と
聞
い
て
、
届
け
に
行
っ
た
り
と
深

夜
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

帆手まつり

全
国
１
位
か
ら
の
転
落

武
田　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
武
田
で
す
。

会
社
は
蒲
鉾
の
製
造
・
販
売
で
す
。
ま
ず
は
水
産

業
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

魚
市
場
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は

仮
設
的
な
施
設
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

仲
卸
市
場
は
、
津
波
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
約
10
日
間
休
業
し
た
だ
け
で
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

蒲
鉾
業
界
に
つ
い
て
で
す
が
、
組
合
加
盟
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社
中
、
２
社
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
廃
業
に
な

り
、
廃
業
と
な
ら
な
い
ま
で
も
、
従
来
の
社
屋

や
工
場
を
解
体
、
新
た
に
建
設
と
１
年
以
上
か

け
て
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
が
２
社
あ
り

ま
し
た
。

　

で
す
が
、
そ
の
後
の
売
上
・
生
産
状
況
を
見

る
と
、
あ
ま
り
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
前
、

塩
竈
は
全
国
で
１
位
の
生
産
高
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
が
、
震
災
後
は
７
位
に
転
落
し
ま
し
た
。

組
合
加
盟
の
多
く
は
ス
ー
パ
ー
と
の
取
引
に
依

存
す
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
す
。
復
旧
・
再
開
で

事
業
が
滞
っ
た
間
に
、
県
外
の
同
業
者
に
棚
を

取
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
棚
を
取
り
返
す
の

が
な
か
な
か
困
難
な
ん
で
す
ね
。
現
在
は
、４
位
、

３
位
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
１
、２
年
の
間

で
１
位
に
返
り
咲
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

塩竈の蒲鉾

　

私
の
会
社
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
と
、
社
屋

は
工
場
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
団
体
の
方
々
が
ご

利
用
い
た
だ
け
る
食
堂
な
ど
か
ら
な
る
観
光
施

設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
観
光
バ
ス
な
ど
で
訪
れ

る
団
体
客
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
お

昼
時
は
大
勢
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
地
震

が
昼
食
の
時
間
帯
を
過
ぎ
た
後
だ
っ
た
の
は
幸

い
で
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

会
社
の
周
辺
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
々
な

ど
を
中
心
に
約
60
名
の
避
難
者
を
収
容
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
指
定
避
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所
で
は
あ
り
ま
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。
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に
と
っ
て
は
近
く
の

小
学
校
へ
の
移
動
と
い
っ
て
も
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と
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の
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を
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ま
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塩
釜
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所
の
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の
は
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の
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し
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と
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は
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で
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に
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。
海
が
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の
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所
で
は
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が
来
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な
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と
思
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い

で
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に
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を
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釜
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連
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、
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の
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き
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。
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。
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、
近
く
の
中
学
校
で
明
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り
が

足
り
な
い
と
聞
い
て
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届
け
に
行
っ
た
り
と
深

夜
ま
で
対
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に
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わ
れ
ま
し
た
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鉾
の
製
造
・
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で
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。
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は
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業
全
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の
状
況
に
つ
い
て
お
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し
ま
す
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場
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、
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朽
化
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て
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た
こ
と
も
あ
り
、
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が
大
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な
被
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を
受
け
ま
し
た
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現
在
は
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的
な
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で
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い
ま
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。
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た
、
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場
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の
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な
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こ
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も
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り
、
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間
休
業
し
た
だ
け
で
再

開
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中
、
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を
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業
に
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、
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で
も
、
従
来
の
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や
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を
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、
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に
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と
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以
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に
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を
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。
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前
、
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の
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を
誇
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が
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災
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は
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転
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し
ま
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。
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合
加
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の
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く
は
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と
の
取
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に
依

存
す
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
す
。
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・
再
開
で

事
業
が
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た
間
に
、
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の
同
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者
に
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を
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れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
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を
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す
の

が
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困
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で
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。
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位
、
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あ
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で
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ょ
う
か
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こ
こ
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の
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で
１
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に
返
り
咲
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
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私
の
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に
つ
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て
お
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し
ま
す
と
、
社
屋

は
工
場
、
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売
コ
ー
ナ
ー
、
団
体
の
方
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が
ご

利
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た
だ
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る
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ど
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ら
な
る
観
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設
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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ど
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る
団
体
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を
受
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て
い
ま
し
た
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ら
、
お
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時
は
大
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の
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々
で
に
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わ
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ま
す
。
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が
昼
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の
時
間
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を
過
ぎ
た
後
だ
っ
た
の
は
幸

い
で
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

会
社
の
周
辺
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
々
な

ど
を
中
心
に
約
60
名
の
避
難
者
を
収
容
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
指
定
避
難
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
近
く
の

小
学
校
へ
の
移
動
と
い
っ
て
も
、
歩
く
だ
け
で

も
大
変
で
す
。
市
と
相
談
し
、
２
週
間
ほ
ど
避

難
所
と
し
て
市
民
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

会
社
を
襲
っ
た
津
波
は
2
・
5
か
ら
３
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
復
旧
す
る
ま
で
２

カ
月
半
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

参
加
者

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

鈴
木　

整 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長

阿
子
島　

徳
裕 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

牧
野　

仁
美 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

菊
地　

誠
悦 

さ
ん

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部

千
葉　

誠 

さ
ん

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会

武
田　

和
浩 

さ
ん

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会

針
生　

清
悦 

さ
ん

塩
釜
青
年
会
議
所
副
理
事
長

林　

幹
字 

さ
ん

塩
釜
青
年
会
議
所
事
務
局
長

星　

直
人 

さ
ん

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会
幹
事
長

戸
羽　

宏
明 

さ
ん

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会

小
野　

智
之 

さ
ん
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観
視
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が

散
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
片
付

け
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
、
ラ

ジ
オ
か
ら
「
女
川
に
津
波
到
達
」
と
の
情
報
を

聞
き
、
慌
て
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

J
R
本
塩
釜
駅
の
方
向
か
ら
来
る
津
波
と
遭

遇
し
た
の
は
、
自
宅
の
あ
る
西
町
に
い
っ
た
ん

戻
り
、
そ
の
後
、
実
家
の
あ
る
藤
倉
に
向
か
お

う
と
し
た
時
で
し
た
。
渋
滞
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
判
断
を
間
違
え
る
と
、
大
変
危
険

な
状
況
で
し
た
。

　

丹
六
園
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
交
差
点
を
左
折
し

た
の
で
す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
は
水
が
噴
き

出
し
て
い
ま
し
た
。

菊地誠悦さんが藤倉に向かう際に左折した交差点

千
葉　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
千
葉
誠
で

す
。
会
社
は
自
動
車
整
備
工
場
で
、
新
浜
町
に

あ
り
ま
す
。
地
震
の
後
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
た
。

　

津
波
の
高
さ
は
会
社
の
あ
る
場
所
で
約
1
・
5

メ
ー
ト
ル
、
道
路
沿
い
で
２
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
12
日
の
朝
、
会
社
に
向

か
う
途
中
に
見
た
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
で
も
起
き
た
の
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
悲

惨
な
状
況
で
し
た
。

　

仕
事
の
面
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
た
お
客

様
の
車
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
何
よ

り
も
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
工
場
は
再
開

で
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
で
す
の
で
お
客
様

の
車
は
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ

が
辛
い
で
す
ね
。
お
客
様
に
は
本
当
に
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業
は
復
興
し
た
と

言
え
て
も
、
自
分
自
身
は
い
ま
だ
に
復
興
し
て

い
ま
せ
ん
ね
。

千葉誠さん

情
報
不
足
へ
の
い
ら
だ
ち

鈴
木　

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
・
会

長
の
鈴
木
で
す
。
地
震
の
時
、
私
は
出
張
で
大

阪
に
い
ま
し
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
約
30
時
間
か
け
て
塩

竈
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ラ
ジ
オ
で

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
塩
竈
に
関

す
る
情
報
は
皆
無
で
し
た
。
家
族
も
い
ま
す
し
、

会
社
も
気
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
状
況
が
さ
っ

ぱ
り
つ
か
め
な
い
。
電
話
も
通
じ
ま
せ
ん
。
不

安
を
抱
く
と
と
も
に
、
大
変
苛
立
ち
ま
し
た
。

　

結
局
12
日
の
夜
、
仙
台
へ
着
い
た
頃
に
届
い
た

友
人
か
ら
の
S
N
S
に
よ
る
情
報
が
塩
竈
に
関

す
る
第
一
報
で
し
た
。
発
災
直
後
、
市
外
に
い

た
人
々
に
塩
竈
の
情
報
は
一
切
届
い
て
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
す
ね
。

鈴木整さん

小
野　

氏
子
青
年
会
の
小
野
で
す
。
市
の
職
員

で
、
当
時
は
福
祉
事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

避
難
所
担
当
で
し
た
の
で
、
壱
番
館
か
ら
玉
川

中
学
校
ま
で
急
い
で
自
転
車
で
向
か
い
、
避
難

所
の
開
設
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

小野智之さん

針
生　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
針
生
で
す
。

勤
務
先
は
仲
卸
市
場
に
あ
り
ま
す
が
、
地
震
は

自
宅
に
い
る
時
で
し
た
。

　

12
日
に
状
況
を
確
認
し
よ
う
と
、
仲
卸
に
向

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
被
害
を
受
け
て

い
る
に
違
い
な
い
と
恐
る
恐
る
で
し
た
ね
。
魚

市
場
の
周
辺
に
は
船
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た

り
、
自
動
車
が
重
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
相
当
な
被
害
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
仲
卸
市
場
は
無
事
で
し
た
。
10
日
後

ぐ
ら
い
に
営
業
を
再
開
し
た
の
で
す
が
、
魚
の

水
揚
げ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
加
工
品
や
冷
凍

物
を
取
り
扱
う
会
社
、
在
庫
の
あ
る
会
社
が
少

し
ず
つ
販
売
す
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

針生清悦さん

星　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
星
直
人
で
す
。
会
社

は
管
工
事
業
で
、
多
賀
城
市
に
あ
り
ま
す
。
地

震
は
仙
台
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。

　

当
日
は
、
津
波
で
道
路
が
浸
水
し
、
会
社
に

戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
多
賀
城
市
水
道
部
の
給
水
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
社

は
１
階
が
水
没
し
た
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
っ

た
資
材
が
全
部
使
用
で
き
な
く
な
り
、
営
業
再

開
に
は
数
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

星直人さん

震
災
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
。

復
旧
か
ら
復
興
へ

阿
子
島　

震
災
直
後
か
ら
本
当
に
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
収
集
し
、
処
分
場
に
集
約
、
そ
れ
ら

を
仕
分
け
、
破
砕
、
埋
立
ま
で
、
一
連
の
作
業

が
無
事
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
処
分
場

の
管
理
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

一
段
落
つ
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

青
年
部
と
し
て
は
、
毎
年
「
市
民
ま
つ
り
」

を
主
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
の
年
だ
け
は

中
止
し
ま
し
た
。
頑
張
れ
ば
実
施
で
き
た
か
も

知
れ
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
心
が
折
れ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
毎
日
の
業
務
を
こ
な

す
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ

と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
完
了
し
た
」
こ
と
を
受

け
て
、
本
当
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
子
島　

事
業
と
し
て
は
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
先

は
復
旧
か
ら
復
興
に
な
り
ま
す
。
会
社
も
そ
う
で

す
が
、
塩
竈
の
町
自
体
に
活
気
が
出
て
こ
な
い
こ

と
に
は
、
復
興
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

牧
野　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
牧
野
で
す
。

会
社
は
鮮
魚
の
販
売
で
す
。
地
震
発
生
は
、
仙

台
駅
に
い
る
時
で
し
た
。
鉄
道
が
全
線
運
休
と

な
り
、
３
日
間
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
三

小
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
自
宅
と
三
小
を
往

復
す
る
日
々
で
し
た
。

　

会
社
は
９
店
舗
か
ら
な
る
チ
ェ
ー
ン
店
を
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
店
舗
が
被
災
し
、
そ

の
ま
ま
閉
店
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牧野仁美さん

津
波
と
の
遭
遇

菊
地　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
菊
地
誠
悦

で
す
。
会
社
は
食
品
機
械
の
製
造
業
で
、
新
浜

町
に
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
得
意
先
か
ら
の
帰
り
道
、
港
町
を
自

動
車
で
通
行
中
の
こ
と
で
し
た
。
す
ぐ
に
会
社

に
戻
り
ま
し
た
が
、
到
着
し
た
時
に
は
社
員
全

員
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
出
て
い
た
の
は
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
楽
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観
視
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
物
が

散
ら
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
片
付

け
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
、
ラ

ジ
オ
か
ら
「
女
川
に
津
波
到
達
」
と
の
情
報
を

聞
き
、
慌
て
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

J
R
本
塩
釜
駅
の
方
向
か
ら
来
る
津
波
と
遭

遇
し
た
の
は
、
自
宅
の
あ
る
西
町
に
い
っ
た
ん

戻
り
、
そ
の
後
、
実
家
の
あ
る
藤
倉
に
向
か
お

う
と
し
た
時
で
し
た
。
渋
滞
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
判
断
を
間
違
え
る
と
、
大
変
危
険

な
状
況
で
し
た
。

　

丹
六
園
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
交
差
点
を
左
折
し

た
の
で
す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
は
水
が
噴
き

出
し
て
い
ま
し
た
。

菊地誠悦さんが藤倉に向かう際に左折した交差点

千
葉　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
千
葉
誠
で

す
。
会
社
は
自
動
車
整
備
工
場
で
、
新
浜
町
に

あ
り
ま
す
。
地
震
の
後
は
、
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
た
。

　

津
波
の
高
さ
は
会
社
の
あ
る
場
所
で
約
1
・
5

メ
ー
ト
ル
、
道
路
沿
い
で
２
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
12
日
の
朝
、
会
社
に
向

か
う
途
中
に
見
た
光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
で
も
起
き
た
の
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
悲

惨
な
状
況
で
し
た
。

　

仕
事
の
面
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
た
お
客

様
の
車
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
何
よ

り
も
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
工
場
は
再
開

で
き
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
で
す
の
で
お
客
様

の
車
は
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
こ

が
辛
い
で
す
ね
。
お
客
様
に
は
本
当
に
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業
は
復
興
し
た
と

言
え
て
も
、
自
分
自
身
は
い
ま
だ
に
復
興
し
て

い
ま
せ
ん
ね
。

千葉誠さん

情
報
不
足
へ
の
い
ら
だ
ち

鈴
木　

塩
釜
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会
・
会

長
の
鈴
木
で
す
。
地
震
の
時
、
私
は
出
張
で
大

阪
に
い
ま
し
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
約
30
時
間
か
け
て
塩

竈
へ
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ラ
ジ
オ
で

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
塩
竈
に
関

す
る
情
報
は
皆
無
で
し
た
。
家
族
も
い
ま
す
し
、

会
社
も
気
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
状
況
が
さ
っ

ぱ
り
つ
か
め
な
い
。
電
話
も
通
じ
ま
せ
ん
。
不

安
を
抱
く
と
と
も
に
、
大
変
苛
立
ち
ま
し
た
。

　

結
局
12
日
の
夜
、
仙
台
へ
着
い
た
頃
に
届
い
た

友
人
か
ら
の
S
N
S
に
よ
る
情
報
が
塩
竈
に
関

す
る
第
一
報
で
し
た
。
発
災
直
後
、
市
外
に
い

た
人
々
に
塩
竈
の
情
報
は
一
切
届
い
て
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
、
間
違
い
な
い
事
実
で
す
ね
。

鈴木整さん

小
野　

氏
子
青
年
会
の
小
野
で
す
。
市
の
職
員

で
、
当
時
は
福
祉
事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

避
難
所
担
当
で
し
た
の
で
、
壱
番
館
か
ら
玉
川

中
学
校
ま
で
急
い
で
自
転
車
で
向
か
い
、
避
難

所
の
開
設
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

小野智之さん

針
生　

塩
釜
市
水
産
青
年
連
合
会
の
針
生
で
す
。

勤
務
先
は
仲
卸
市
場
に
あ
り
ま
す
が
、
地
震
は

自
宅
に
い
る
時
で
し
た
。

　

12
日
に
状
況
を
確
認
し
よ
う
と
、
仲
卸
に
向

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
被
害
を
受
け
て

い
る
に
違
い
な
い
と
恐
る
恐
る
で
し
た
ね
。
魚

市
場
の
周
辺
に
は
船
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た

り
、
自
動
車
が
重
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
相
当
な
被
害
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
仲
卸
市
場
は
無
事
で
し
た
。
10
日
後

ぐ
ら
い
に
営
業
を
再
開
し
た
の
で
す
が
、
魚
の

水
揚
げ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
加
工
品
や
冷
凍

物
を
取
り
扱
う
会
社
、
在
庫
の
あ
る
会
社
が
少

し
ず
つ
販
売
す
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

針生清悦さん

星　

塩
釜
青
年
会
議
所
の
星
直
人
で
す
。
会
社

は
管
工
事
業
で
、
多
賀
城
市
に
あ
り
ま
す
。
地

震
は
仙
台
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
で
し
た
。

　

当
日
は
、
津
波
で
道
路
が
浸
水
し
、
会
社
に

戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
多
賀
城
市
水
道
部
の
給
水
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
社

は
１
階
が
水
没
し
た
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
っ

た
資
材
が
全
部
使
用
で
き
な
く
な
り
、
営
業
再

開
に
は
数
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

星直人さん

震
災
時
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
。

復
旧
か
ら
復
興
へ

阿
子
島　

震
災
直
後
か
ら
本
当
に
忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
収
集
し
、
処
分
場
に
集
約
、
そ
れ
ら

を
仕
分
け
、
破
砕
、
埋
立
ま
で
、
一
連
の
作
業

が
無
事
に
完
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
処
分
場

の
管
理
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

一
段
落
つ
き
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

青
年
部
と
し
て
は
、
毎
年
「
市
民
ま
つ
り
」

を
主
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
の
年
だ
け
は

中
止
し
ま
し
た
。
頑
張
れ
ば
実
施
で
き
た
か
も

知
れ
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
心
が
折
れ
て

い
た
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
毎
日
の
業
務
を
こ
な

す
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ

と
を
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
完
了
し
た
」
こ
と
を
受

け
て
、
本
当
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

阿
子
島　

事
業
と
し
て
は
そ
う
で
す
ね
。
こ
の
先

は
復
旧
か
ら
復
興
に
な
り
ま
す
。
会
社
も
そ
う
で

す
が
、
塩
竈
の
町
自
体
に
活
気
が
出
て
こ
な
い
こ

と
に
は
、
復
興
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

牧
野　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
牧
野
で
す
。

会
社
は
鮮
魚
の
販
売
で
す
。
地
震
発
生
は
、
仙

台
駅
に
い
る
時
で
し
た
。
鉄
道
が
全
線
運
休
と

な
り
、
３
日
間
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
三

小
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
自
宅
と
三
小
を
往

復
す
る
日
々
で
し
た
。

　

会
社
は
９
店
舗
か
ら
な
る
チ
ェ
ー
ン
店
を
運

営
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
店
舗
が
被
災
し
、
そ

の
ま
ま
閉
店
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

牧野仁美さん

津
波
と
の
遭
遇

菊
地　

塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
の
菊
地
誠
悦

で
す
。
会
社
は
食
品
機
械
の
製
造
業
で
、
新
浜

町
に
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
得
意
先
か
ら
の
帰
り
道
、
港
町
を
自

動
車
で
通
行
中
の
こ
と
で
し
た
。
す
ぐ
に
会
社

に
戻
り
ま
し
た
が
、
到
着
し
た
時
に
は
社
員
全

員
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
津
波
警
報
が
出
て
い
た
の
は
ラ
ジ
オ
を
聞

い
て
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
楽

全国から届いた
応援のメッセージ

塩釜水産物仲卸市場

194195



こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

千
葉　

防
潮
堤
の
高
さ
と
景
観
の
問
題
な
ど
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
景
観
は
大
切
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

立
派
な
防
潮
堤
が
で
き
て
も
、
住
ん
で
い
る

人
が
少
な
い
、
人
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
な
ま
ち

で
は
困
り
ま
す
。
海
や
港
が
見
え
る
、
い
つ
も

近
く
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
塩
竈
の
魅
力
の

一
つ
な
の
で
す
か
ら
。

鈴
木　

塩
竈
は
、
沿
岸
被
災
地
の
中
で
も
被
害
の

程
度
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
復
旧

か
ら
復
興
へ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
本
来
持
っ

て
い
た
と
も
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ら
ば
、

宮
城
県
内
の
他
地
域
よ
り
も
早
く
復
興
で
き
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
現
実
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
武
田
さ

ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
蒲
鉾
製
造
業

の
方
々
と
か
は
元
通
り
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
思
う
の
で
す
。
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

が
あ
っ
た
は
ず
の
塩
竈
で
さ
え
震
災
前
に
い
ま

だ
戻
っ
て
い
な
い
、
そ
の
理
由
こ
そ
沿
岸
被
災

地
に
と
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な

の
で
は
な
い
か
と
。
そ
の
辺
を
行
政
の
方
々
に

も
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
対
応
す
る
施
策
を
速

や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
行

阿
子
島　

課
題
は
浦
戸
の
復
興
で
し
ょ
う
か
。
仕

事
で
１
年
に
何
度
か
訪
れ
る
の
で
す
が
、
訪
れ

る
度
に
人
口
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
馴
染

み
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
方
に

「
私
、
島
を
出
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て

も
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
が
人
口
流
出
の
歯
止
め
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
か
ら
高
齢
化
や
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
で
さ
ら
に
加
速
し
た
よ
う
で
す
か
ら
。

千
葉　

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
は
経
験
し

て
い
な
い
の
で
被
害
や
復
興
の
過
程
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
塩
竈
は

そ
の
後
も
海
や
港
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
ま

ち
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

で
は
、
今
回
の
よ
う
な
大
津
波
が
来
て
も
、

安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
行
政
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
も
考
え
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
津
波
の
際
の
避
難
経
路
で
し
ょ
う

か
。
津
波
が
怖
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
人
が
出

て
行
く
、
あ
る
い
は
観
光
客
が
来
な
い
の
な
ら
、

万
が
一
の
時
で
も
避
難
ル
ー
ト
が
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
と
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
塩
竈
の
特
徴
、
ウ
リ
に
も

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
状
と
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と

武
田　

観
光
に
つ
い
て
で
す
が
、
塩
竈
は
、
全

国
に
知
ら
れ
る
日
本
三
景
の
松
島
に
隣
接
す
る

と
い
う
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
多

く
の
観
光
客
が
塩
竈
を
訪
れ
ま
す
。
宿
泊
施
設

が
限
ら
れ
る
た
め
現
状
で
は
通
過
点
で
は
あ
り

ま
す
が
、
鹽
竈
神
社
や
浦
戸
諸
島
、
観
光
船
、

仲
卸
市
場
、
見
学
・
購
入
・
飲
食
が
可
能
な
蒲

鉾
工
場
な
ど
、
観
光
資
源
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
新
し
い
魚
市
場
の
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ー
ド
面
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
完
成
後
の
活
用
方
法
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
は
、
使
用
す
る
事
業
者
の
意
向
や
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
は
集
客
効
果
の

高
い
施
設
に
な
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
所
で
震
災
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
意
向
、
意
見
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

今
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
自
ら
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
一
緒
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

武田和浩さん

復
興
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
ア
イ
デ
ィ
ア

が
必
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
今
こ
そ
、
そ
れ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ご
意
見
で
す
ね
。

戸
羽　

鹽
竈
神
社
に
は
奥
州
一
之
宮
と
し
て
の

長
い
歴
史
、
伝
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と

復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
る
新
し
い
モ
ノ
や
コ
ト

が
う
ま
く
融
合
し
て
、
住
ん
で
い
る
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
に
と
っ
て
も

よ
り
一
層
魅
力
的
な
塩
竈
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、

震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
神
輿
渡
御
に
参
加
し
、

一
緒
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

理
由
を
聞
く
と
、
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
、「
一

緒
に
」
と
思
わ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
の
根
底
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
や
伝
統
へ
の
敬
意
が
あ
っ
て
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
若
い
方
々
の
神
輿
渡
御

へ
の
奉
仕
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

鹽竈神社

世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
伝
統
。

ま
さ
に
塩
竈
の
宝
物
で
す
ね
。

しめやかに斎行された平成 23 年の「花まつり」

マリンゲート塩釜

亡
く
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
辛
さ
を
押
し
と
ど
め
な

が
ら
、
神
様
に
奉
仕
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
仲
間
か
ら
話
を
聞
く
と
、
塩
竈
が

ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
祭
事
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
思
い
を

込
め
て
奉
仕
を
続
け
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
神
様
（
神
輿
）
を
皆
さ
ん
の
近
く

へ
お
持
ち
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
震
災
直
後
の

花
ま
つ
り
で
は
ま
ち
へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、

境
内
で
の
渡
御
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て

も
残
念
で
し
た
。
翌
年
の
花
ま
つ
り
は
、
ま
ち

へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
涙

を
流
し
な
が
ら
神
輿
に
手
を
合
わ
せ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
2
0
0
年
3
0
0
年
と

続
く
神
輿
渡
御
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
市
民
の
方
々
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
ね
。

戸羽宏明さん

皆
さ
ん
は
、
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま

た
、
復
興
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
考
え
て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
林
さ
ん
は
い
か
が

で
す
か
。

林　

得
意
先
は
津
波
の
浸
水
エ
リ
ア
外
に
多

か
っ
た
の
で
、
取
引
へ
の
影
響
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

不
動
産
の
賃
貸
業
に
つ
い
て
は
、
所
有
し
て

い
る
物
件
の
整
備
が
つ
い
て
後
、
み
な
し
仮
設

へ
の
入
居
希
望
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

何
と
か
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

少
し
は
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林幹字さん

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

祭
事
で
市
民
を
元
気
に

戸
羽　

青
年
会
に
は
、
会
社
の
経
営
者
、
会
社
員
、

公
務
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い
ま

す
。
そ
の
仲
間
が
各
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況

を
実
際
に
目
に
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
自
宅
を
失
っ
た
方
、
知
り
合
い
の
方
を桂島花火大会
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こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

千
葉　

防
潮
堤
の
高
さ
と
景
観
の
問
題
な
ど
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
景
観
は
大
切
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

立
派
な
防
潮
堤
が
で
き
て
も
、
住
ん
で
い
る

人
が
少
な
い
、
人
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
な
ま
ち

で
は
困
り
ま
す
。
海
や
港
が
見
え
る
、
い
つ
も

近
く
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
塩
竈
の
魅
力
の

一
つ
な
の
で
す
か
ら
。

鈴
木　

塩
竈
は
、
沿
岸
被
災
地
の
中
で
も
被
害
の

程
度
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
復
旧

か
ら
復
興
へ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
本
来
持
っ

て
い
た
と
も
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
ら
ば
、

宮
城
県
内
の
他
地
域
よ
り
も
早
く
復
興
で
き
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
現
実
を
見
る
と
、
先
ほ
ど
武
田
さ

ん
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
蒲
鉾
製
造
業

の
方
々
と
か
は
元
通
り
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
思
う
の
で
す
。
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

が
あ
っ
た
は
ず
の
塩
竈
で
さ
え
震
災
前
に
い
ま

だ
戻
っ
て
い
な
い
、
そ
の
理
由
こ
そ
沿
岸
被
災

地
に
と
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な

の
で
は
な
い
か
と
。
そ
の
辺
を
行
政
の
方
々
に

も
、
し
っ
か
り
と
考
え
、
対
応
す
る
施
策
を
速

や
か
に
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
行

阿
子
島　

課
題
は
浦
戸
の
復
興
で
し
ょ
う
か
。
仕

事
で
１
年
に
何
度
か
訪
れ
る
の
で
す
が
、
訪
れ

る
度
に
人
口
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
馴
染

み
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
方
に

「
私
、
島
を
出
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
と
て

も
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
が
人
口
流
出
の
歯
止
め
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
震
災
前
か
ら
高
齢
化
や
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
で
さ
ら
に
加
速
し
た
よ
う
で
す
か
ら
。

千
葉　

昭
和
35
年
の
チ
リ
地
震
津
波
は
経
験
し

て
い
な
い
の
で
被
害
や
復
興
の
過
程
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
塩
竈
は

そ
の
後
も
海
や
港
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
ま

ち
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

で
は
、
今
回
の
よ
う
な
大
津
波
が
来
て
も
、

安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
行
政
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
も
考
え
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
津
波
の
際
の
避
難
経
路
で
し
ょ
う

か
。
津
波
が
怖
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
人
が
出

て
行
く
、
あ
る
い
は
観
光
客
が
来
な
い
の
な
ら
、

万
が
一
の
時
で
も
避
難
ル
ー
ト
が
き
ち
ん
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
と
、
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
塩
竈
の
特
徴
、
ウ
リ
に
も

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

現
状
と
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と

武
田　

観
光
に
つ
い
て
で
す
が
、
塩
竈
は
、
全

国
に
知
ら
れ
る
日
本
三
景
の
松
島
に
隣
接
す
る

と
い
う
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
多

く
の
観
光
客
が
塩
竈
を
訪
れ
ま
す
。
宿
泊
施
設

が
限
ら
れ
る
た
め
現
状
で
は
通
過
点
で
は
あ
り

ま
す
が
、
鹽
竈
神
社
や
浦
戸
諸
島
、
観
光
船
、

仲
卸
市
場
、
見
学
・
購
入
・
飲
食
が
可
能
な
蒲

鉾
工
場
な
ど
、
観
光
資
源
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
新
し
い
魚
市
場
の
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。
ハ
ー
ド
面
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
完
成
後
の
活
用
方
法
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

面
は
、
使
用
す
る
事
業
者
の
意
向
や
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
よ

う
で
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
は
集
客
効
果
の

高
い
施
設
に
な
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
所
で
震
災
か
ら
の
復
興
を

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
意
向
、
意
見
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

今
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
必
要
は
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
自
ら
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
一
緒
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

武田和浩さん

復
興
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
ア
イ
デ
ィ
ア

が
必
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
今
こ
そ
、
そ
れ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ご
意
見
で
す
ね
。

戸
羽　

鹽
竈
神
社
に
は
奥
州
一
之
宮
と
し
て
の

長
い
歴
史
、
伝
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
と

復
興
の
過
程
で
生
ま
れ
る
新
し
い
モ
ノ
や
コ
ト

が
う
ま
く
融
合
し
て
、
住
ん
で
い
る
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
に
と
っ
て
も

よ
り
一
層
魅
力
的
な
塩
竈
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
仲
間
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、

震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
神
輿
渡
御
に
参
加
し
、

一
緒
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

理
由
を
聞
く
と
、
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
、「
一

緒
に
」
と
思
わ
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

そ
の
根
底
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
や
伝
統
へ
の
敬
意
が
あ
っ
て
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
若
い
方
々
の
神
輿
渡
御

へ
の
奉
仕
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

鹽竈神社

世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
歴
史
と
伝
統
。

ま
さ
に
塩
竈
の
宝
物
で
す
ね
。

しめやかに斎行された平成 23 年の「花まつり」

マリンゲート塩釜

亡
く
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
辛
さ
を
押
し
と
ど
め
な

が
ら
、
神
様
に
奉
仕
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
仲
間
か
ら
話
を
聞
く
と
、
塩
竈
が

ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
祭
事
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
思
い
を

込
め
て
奉
仕
を
続
け
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
神
様
（
神
輿
）
を
皆
さ
ん
の
近
く

へ
お
持
ち
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
震
災
直
後
の

花
ま
つ
り
で
は
ま
ち
へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、

境
内
で
の
渡
御
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て

も
残
念
で
し
た
。
翌
年
の
花
ま
つ
り
は
、
ま
ち

へ
下
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沿
道
に
は
涙

を
流
し
な
が
ら
神
輿
に
手
を
合
わ
せ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
2
0
0
年
3
0
0
年
と

続
く
神
輿
渡
御
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
市
民
の
方
々
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
な
ら
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
ね
。

戸羽宏明さん

皆
さ
ん
は
、
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま

た
、
復
興
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
考
え
て
い
る

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
林
さ
ん
は
い
か
が

で
す
か
。

林　

得
意
先
は
津
波
の
浸
水
エ
リ
ア
外
に
多

か
っ
た
の
で
、
取
引
へ
の
影
響
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

不
動
産
の
賃
貸
業
に
つ
い
て
は
、
所
有
し
て

い
る
物
件
の
整
備
が
つ
い
て
後
、
み
な
し
仮
設

へ
の
入
居
希
望
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

何
と
か
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

少
し
は
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

林幹字さん

氏
子
青
年
会
の
戸
羽
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

祭
事
で
市
民
を
元
気
に

戸
羽　

青
年
会
に
は
、
会
社
の
経
営
者
、
会
社
員
、

公
務
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
い
ま

す
。
そ
の
仲
間
が
各
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
状
況

を
実
際
に
目
に
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
自
宅
を
失
っ
た
方
、
知
り
合
い
の
方
を桂島花火大会
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美
し
い
海
も
「
塩
竈
な
ら
で
は
」
で
し
ょ
う
ね
。

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
塩
竈
に
対

す
る
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

星　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
港
や
海
に
関
係
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
市
民
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
の
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

林　

昭
和
50
年
代
の
後
半
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
人

口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
復
興
事
業
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
施
策
の
実
施
を
契
機

と
し
て
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
少
し
ず
つ

で
も
増
加
に
転
じ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

戸
羽　

青
年
会
の
ほ
か
に
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
の
子
ど
も
た
ち
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
…
と
い
う
よ
う
に
、
歴
史
と
伝

統
、
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

針
生　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
イ
ベ
ン
ト
、
仲
卸

市
場
な
ど
、
観
光
資
源
は
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

2013 塩釜フード復興見本市

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

武
田　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
統
一
感

が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
歴

史
あ
る
神
社
を
核
と
し
た
小
京
都
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
の
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
た
体
験
観

光
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
方
向

性
を
明
確
に
し
た
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
野　

氏
子
青
年
会
は
神
社
を
通
し
て
伝
統
・
文

化
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
氏
子
三
祭
（
帆
手
ま
つ
り
・
花
ま
つ
り
・
み
な

と
祭
）
な
ど
の
祭
事
を
通
し
て
、
市
民
に
元
気
を

与
え
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
青
年
四
団
体
で
神
社

を
会
場
に
春
と
秋
の
年
２
回
「
し
お
が
ま
さ
ま

神
々
の
花
灯
り
・
月
灯
り
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

塩
竈
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島　

皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
塩
竈

は
海
の
ま
ち
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
激
し
い
、
坂
の
ま
ち
、
山
の
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
内
陸
部
も
含
め
、
市
全

体
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
、
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
議
所
青
年
部
は

青
年
経
済
人
の
団
体
で
す
の
で
、
新
し
い
産
業

の
創
造
、
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
な

ど
で
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
年
経
済
人
と
し
て
の
役
割

菊
地　

青
年
経
済
人
の
団
体
（
商
工
会
議
所
青

年
部
）
に
所
属
し
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
が
で
き
る
の
は
、
自
分
で
商
売
し
て
い
る

か
ら
、
商
売
が
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で

す
。
今
日
集
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
は
、

中
小
企
業
の
経
営
者
、
も
し
く
は
そ
こ
に
属
し

て
い
る
方
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
ち
も
に
ぎ
わ
い
、
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
自
分
の
商
売
を
大
き
く

す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
前
年
よ
り
も
も
っ

と
大
き
く
、
今
年
よ
り
も
来
年
は
も
っ
と
大
き

く
す
る
ぞ
と
の
意
気
込
み
で
。
そ
の
積
み
重
ね
、

そ
の
集
合
こ
そ
が
、
ま
ち
を
に
ぎ
や
か
に
し
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
で
す
。
皆
さ
ん
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

牧
野　

小
学
生
の
子
ど
も
の
母
親
で
す
が
年
々

１
年
生
の
数
が
減
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

も
っ
と
子
ど
も
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
駅

も
、
病
院
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、
塩
竈
は
住

み
よ
い
ま
ち
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
母
親
ら
し
い
意
見
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
全
国
有
数
の
港
の
あ
る
ま
ち
、

魚
の
水
揚
量
を
誇
る
港
の
あ
る
ま
ち
の
子
ど
も

た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

平成 23 年の「塩竈みなと祭」

外
国
か
ら
の
観
光
客

鈴
木　
「
塩
竈
に
は
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
少
な

い
」
と
、最
近
ふ
と
感
じ
ま
し
た
。
松
島
が
あ
り
、

鹽
竈
神
社
が
あ
り
、
観
光
船
が
あ
り
、
お
寿
司

も
、
お
酒
も
、
蒲
鉾
も
あ
り
ま
す
。
外
国
の
方

が
喜
び
そ
う
な
も
の
が
数
多
く
揃
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
か
な
り
高
い
は

ず
な
の
に
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

は
、
国
際
観
光
の
意
識
が
少
し
ば
か
り
足
り
な

か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
何
と
か

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
頃
ま
で
に
、「
東
京
へ
来
た
な
ら
、
つ
い
で
に

宮
城
、
塩
竈
で
し
ょ
う
」
と
来
日
し
た
方
々
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

千
葉　

鈴
木
さ
ん
が
話
さ
れ
た
こ
と
に
関
係
し

ま
す
が
、
外
国
の
方
が
感
じ
る
塩
竈
の
魅
力
と

は
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

自
分
の
中
で
は
、
鹽
竈
神
社
、
海
、
マ
グ
ロ

な
ど
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
そ

れ
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の
塩
竈
、
ま
ち

の
発
展
を
考
え
た
時
、
実
は
住
ん
で
い
る
人
間

に
は
気
づ
か
な
い
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
気
に
な
る
ん
で
す
ね
。

　

外
国
の
方
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の
、
気
付

く
も
の
、
住
ん
で
い
な
い
方
だ
か
ら
こ
そ
分
か

る
隠
れ
た
魅
力
と
か
が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の

の
中
に
塩
竈
の
発
展
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
に
強
く
感
じ
た
の
は
、
人
と

人
の
繋
が
り
、
仲
間
の
大
切
さ
で
し
た
。
面
積

の
狭
い
ま
ち
で
す
か
ら
、
出
掛
け
た
際
に
知
っ

て
い
る
人
に
出
会
う
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
に
発
展
し
よ
う
と
も
、
人
と
人
と

の
結
び
付
き
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
…
。

牧
野
さ
ん
、
思
い
当
た
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

牧
野　

塩
竈
ら
し
い
と
言
え
ば
、
一
昨
年
前
の

み
な
と
祭
に
、
子
ど
も
向
け
の
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
を
企
画
し
、
北
浜
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、
船
舶
会
社
の
社
長
さ
ん

な
の
で
す
が
、“
塩
竈
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
”
と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
る
方
で
し
た
。

　

震
災
後
で
し
た
か
ら
、
お
母
さ
ん
方
の
中
に

は
“
子
ど
も
を
海
に
出
す
の
は
怖
い
”
と
い
う

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
漕
い
で
い
ま
し

た
。
海
が
目
の
前
に
あ
る
塩
竈
で
す
か
ら
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
が
気
軽
に
楽
し
め

る
ま
ち
に
な
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

私
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
で
す
が
、
夏
休
み

に
行
わ
れ
る
浦
戸
ス
ク
ー
ル
が
楽
し
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
浦
戸
と
い
う
自
然
豊
か
な
島
、浦戸サマースクール

震
災
前
以
上
の
復
興
の
カ
ギ

菊
地　

得
意
先
は
水
産
関
係
の
会
社
が
多
い
の

で
す
が
、
震
災
後
の
明
る
い
話
題
と
し
て
、
こ

こ
数
年
の
間
に
注
目
を
集
め
、
急
激
に
伸
び
た

会
社
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を
考

え
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
製
品
を
作
っ

て
い
る
会
社
な
ん
で
す
ね
。
他
社
で
は
製
品
化

し
て
い
な
い
と
か
、
宮
城
県
の
地
場
産
業
を
活

か
し
た
商
品
と
か
…
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
の
仕
方
が
上
手
な
会
社
と
い
う
共
通
点
も
あ

り
ま
し
た
ね
。
仙
台
や
石
巻
と
比
べ
る
と
、
そ

う
し
た
特
色
あ
る
製
品
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
頭

角
を
現
す
会
社
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

方
法
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
試
み
、
取
組
が
な
い
と
、
震
災
前
以
上

の
復
興
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
ね
。

菊地誠悦さん

「しおがまさま神々の花灯り」
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美
し
い
海
も
「
塩
竈
な
ら
で
は
」
で
し
ょ
う
ね
。

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
塩
竈
に
対

す
る
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

星　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
港
や
海
に
関
係
す
る

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
に
市
民
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
の
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

林　

昭
和
50
年
代
の
後
半
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
人

口
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
復
興
事
業
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
施
策
の
実
施
を
契
機

と
し
て
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
少
し
ず
つ

で
も
増
加
に
転
じ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

戸
羽　

青
年
会
の
ほ
か
に
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
の
子
ど
も
た
ち
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
…
と
い
う
よ
う
に
、
歴
史
と
伝

統
、
文
化
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
る
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

針
生　

鹽
竈
神
社
の
祭
事
、
イ
ベ
ン
ト
、
仲
卸

市
場
な
ど
、
観
光
資
源
は
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

武
田　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
統
一
感

が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
歴

史
あ
る
神
社
を
核
と
し
た
小
京
都
的
な
イ
メ
ー

ジ
で
の
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
た
体
験
観

光
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
方
向

性
を
明
確
に
し
た
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
野　

氏
子
青
年
会
は
神
社
を
通
し
て
伝
統
・
文

化
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
氏
子
三
祭
（
帆
手
ま
つ
り
・
花
ま
つ
り
・
み
な

と
祭
）
な
ど
の
祭
事
を
通
し
て
、
市
民
に
元
気
を

与
え
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
青
年
四
団
体
で
神
社

を
会
場
に
春
と
秋
の
年
２
回
「
し
お
が
ま
さ
ま

神
々
の
花
灯
り
・
月
灯
り
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

塩
竈
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
子
島　

皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
塩
竈

は
海
の
ま
ち
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
激
し
い
、
坂
の
ま
ち
、
山
の
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
内
陸
部
も
含
め
、
市
全

体
と
し
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
、
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
議
所
青
年
部
は

青
年
経
済
人
の
団
体
で
す
の
で
、
新
し
い
産
業

の
創
造
、
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
な

ど
で
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
年
経
済
人
と
し
て
の
役
割

菊
地　

青
年
経
済
人
の
団
体
（
商
工
会
議
所
青

年
部
）
に
所
属
し
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
が
で
き
る
の
は
、
自
分
で
商
売
し
て
い
る

か
ら
、
商
売
が
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で

す
。
今
日
集
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
は
、

中
小
企
業
の
経
営
者
、
も
し
く
は
そ
こ
に
属
し

て
い
る
方
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
ち
も
に
ぎ
わ
い
、
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
自
分
の
商
売
を
大
き
く

す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
前
年
よ
り
も
も
っ

と
大
き
く
、
今
年
よ
り
も
来
年
は
も
っ
と
大
き

く
す
る
ぞ
と
の
意
気
込
み
で
。
そ
の
積
み
重
ね
、

そ
の
集
合
こ
そ
が
、
ま
ち
を
に
ぎ
や
か
に
し
、

お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
で
す
。
皆
さ
ん
、

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

牧
野　

小
学
生
の
子
ど
も
の
母
親
で
す
が
年
々

１
年
生
の
数
が
減
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

も
っ
と
子
ど
も
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
駅

も
、
病
院
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、
塩
竈
は
住

み
よ
い
ま
ち
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
母
親
ら
し
い
意
見
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
魚
を
食
べ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
全
国
有
数
の
港
の
あ
る
ま
ち
、

魚
の
水
揚
量
を
誇
る
港
の
あ
る
ま
ち
の
子
ど
も

た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

平成 23 年の「塩竈みなと祭」

外
国
か
ら
の
観
光
客

鈴
木　
「
塩
竈
に
は
外
国
か
ら
の
観
光
客
が
少
な

い
」
と
、最
近
ふ
と
感
じ
ま
し
た
。
松
島
が
あ
り
、

鹽
竈
神
社
が
あ
り
、
観
光
船
が
あ
り
、
お
寿
司

も
、
お
酒
も
、
蒲
鉾
も
あ
り
ま
す
。
外
国
の
方

が
喜
び
そ
う
な
も
の
が
数
多
く
揃
っ
て
い
る
は

ず
な
の
に
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
か
な
り
高
い
は

ず
な
の
に
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

は
、
国
際
観
光
の
意
識
が
少
し
ば
か
り
足
り
な

か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
何
と
か

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
頃
ま
で
に
、「
東
京
へ
来
た
な
ら
、
つ
い
で
に

宮
城
、
塩
竈
で
し
ょ
う
」
と
来
日
し
た
方
々
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

千
葉　

鈴
木
さ
ん
が
話
さ
れ
た
こ
と
に
関
係
し

ま
す
が
、
外
国
の
方
が
感
じ
る
塩
竈
の
魅
力
と

は
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

自
分
の
中
で
は
、
鹽
竈
神
社
、
海
、
マ
グ
ロ

な
ど
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
そ

れ
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
の
塩
竈
、
ま
ち

の
発
展
を
考
え
た
時
、
実
は
住
ん
で
い
る
人
間

に
は
気
づ
か
な
い
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
気
に
な
る
ん
で
す
ね
。

　

外
国
の
方
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
も
の
、
気
付

く
も
の
、
住
ん
で
い
な
い
方
だ
か
ら
こ
そ
分
か

る
隠
れ
た
魅
力
と
か
が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の

の
中
に
塩
竈
の
発
展
の
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
後
に
強
く
感
じ
た
の
は
、
人
と

人
の
繋
が
り
、
仲
間
の
大
切
さ
で
し
た
。
面
積

の
狭
い
ま
ち
で
す
か
ら
、
出
掛
け
た
際
に
知
っ

て
い
る
人
に
出
会
う
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
に
発
展
し
よ
う
と
も
、
人
と
人
と

の
結
び
付
き
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、

特
色
あ
ふ
れ
る
何
か
…
。

牧
野
さ
ん
、
思
い
当
た
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

牧
野　

塩
竈
ら
し
い
と
言
え
ば
、
一
昨
年
前
の

み
な
と
祭
に
、
子
ど
も
向
け
の
カ
ヌ
ー
体
験
教

室
を
企
画
し
、
北
浜
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、
船
舶
会
社
の
社
長
さ
ん

な
の
で
す
が
、“
塩
竈
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
の
ス
ポ
ッ
ト
に
し
た
い
”
と
い
う
夢
を

抱
い
て
い
る
方
で
し
た
。
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し
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塩
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ら
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マ
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ン
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
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気
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楽
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め
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ま
ち
に
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る
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い
で
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。
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み
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れ
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と
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う
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豊
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島
、浦戸サマースクール

震
災
前
以
上
の
復
興
の
カ
ギ

菊
地　

得
意
先
は
水
産
関
係
の
会
社
が
多
い
の

で
す
が
、
震
災
後
の
明
る
い
話
題
と
し
て
、
こ

こ
数
年
の
間
に
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目
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集
め
、
急
激
に
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た
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す
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。
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活
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ィ
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利
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あ
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た
ね
。
仙
台
や
石
巻
と
比
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る
と
、
そ

う
し
た
特
色
あ
る
製
品
、
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
頭

角
を
現
す
会
社
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

塩
竈
な
ら
で
は
の
、
塩
竈
で
し
か
で
き
な
い
、
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色
あ
ふ
れ
る
何
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を
真
剣
に
考
え
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
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デ
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。
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と
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以
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菊地誠悦さん

「しおがまさま神々の花灯り」
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本
誌
の
編
集
に
当
た
り
、
多
く
の
市
民
や
企
業
・
団
体
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
こ
こ
に
記
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

塩
釜
商
工
会
議
所
／
塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
塩
竈
市
消
防
団
／
陸
上

自
衛
隊
／
海
上
自
衛
隊
／
海
上
保
安
庁
／
宮
城
県
警
察
本
部
／
塩
釜
地
区

消
防
事
務
組
合
／
大
友
文
雄
（
大
友
写
真
館
）
／
市
川
弘
子
（
市
川
紙
店
）

／
水
間
正
夫
（
元
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
・
塩
釜
市
第
一
支
所
運
営
委
員

長
）
／
佐
藤
秀
治
（
佐
藤
鮮
魚
店
）
／
髙
橋
幸
三
郎
（
N
P
O
み
な
と

し
ほ
が
ま
）
／
畑
中
み
ゆ
き
（
N
P
O　

H
i
g
h 

￨ 

F
i
v
e
）
／

横
田
善
光
（
エ
フ
エ
ム
ベ
イ
エ
リ
ア
）
／
八
木
伸
太
郎
（
宮
城
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
／
大
津
晃
一
（
N
P
O
浦
戸
ア
イ
ラ
ン
ド
倶
楽
部
）
／
佐

浦
弘
一
（
佐
浦
）
／
佐
藤
孝
一
（
坂
総
合
病
院
）
／
坂
本
久
（
塩
釜
ガ

ス
）
／
稲
垣
雅
之
（
ス
ギ
製
菓
）
／
鎌
田
実
（
浦
戸
第
二
小
学
校
）
／
渡

辺
慎
二
（
浦
戸
第
二
小
学
校
）
／
千
田
忠
一
（
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏

子
青
年
会
）
／
鈴
木
宗
博
（
願
成
寺
）
／
G
A
M
A 

R
O
C
K
実
行
委

員
会
／
わ
せ
ね
で
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
内
海
和
江
／
内
海
粂
蔵
（
桂
島
区

長
）
／
高
橋
栄
悦
（
石
浜
区
長
）
／
鈴
木
虎
男
（
野
々
島
区
長
）
／
島
津

功
（
寒
風
沢
区
長
）
／
尾
形
孝
雄
（
朴
島
区
長
）
／
塩
釜
市
青
年
四
団
体

（
塩
釜
商
工
会
議
所
青
年
部
、
塩
釜
水
産
青
年
連
合
会
、
塩
釜
青
年
会
議

所
、
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
氏
子
青
年
会
）
有
志
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参

加
者
／
木
村
浩
二
（
仙
台
市
博
物
館
）
／
田
中
聡
子
／
ベ
イ
ウ
ェ
ー
ブ
／

N
P
O
み
な
と
し
ほ
が
ま
／
土
井
憲
司
／
N
P
O
20
世
紀
ア
ー
カ
イ
ブ

仙
台

ほ
か
多
く
の
市
民
・
事
業
者
・
関
係
者
の
皆
さ
ま

「
自
然
の
力
を

　心
に
刻
み

　未
来
を
見
つ
め

　塩
竈
に
生
き
る
」

「
昇
る
太
陽
の
塔
」
と
「
日
の
出
石
」、「
時
の
縁
石
」
か
ら
な
る

塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

震
災
の
記
憶
と
経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
伝
え
残
す
と
の
思
い
を
込
め
、

そ
こ
に
は
、
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
お
名
前
と
と
も
に
、

「
自
然
の
力
を 

心
に
刻
み 

未
来
を
見
つ
め 

塩
竈
に
生
き
る
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

塩
竈
市
震
災
復
興
計
画
の
基
本
理
念
は
、

「
長
い
間
住
み
な
れ
た
土
地
で
、
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま

で
も
送
れ
る
よ
う
に
」。

い
く
た
び
か
の
災
害
を
乗
り
越
え
、

繁
栄
を
築
き
上
げ
た
人
々
の
歴
史
は
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、

復
興
計
画
が
目
指
す
都
市
像
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
11
月
、「
時
の
縁
石
」
は
、

復
興
支
援
の
た
め
、
当
市
に
長
期
的
に
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
た
団
体
名
が
刻
ま
れ
、

「
復
興
支
援
感
謝
の
碑
」
と
な
り
ま
し
た
。

震
災
を
機
に
新
た
な
地
域
間
交
流
、

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

塩
竈
の
復
旧
・
復
興
を
、

全
国
の
多
く
の
方
々
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
道
し
る
べ
と
し
、
支
援
へ
の
感
謝
の
思
い
を
力
に
、

未
来
へ
。

発
行
日
／
平
成
27
年
３
月

発
行
／
宮
城
県
塩
竈
市

編
集
／
塩
竈
市
震
災
記
録
誌
編
集
委
員
会

非
売
品

東
日
本
大
震
災

復
旧
・
復
興
の
記
録

明あ

し

た日
へ

おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈
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。
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品
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日
本
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震
災

復
旧
・
復
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明あ

し

た日
へ

おいしさと笑顔がつどう
みなとまち塩竈
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